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発行日／令和３年４月 23日

小浜西組町並み協議会からの報告とお知らせ小浜西組町並み協議会からの報告とお知らせ

小浜西組小浜西組の URL http://obama-nishigumi.sakura.ne.jp/

小浜町並み保存資料館にて雛人形展を開催しました

役員会からのお知らせ

日時　2月 20日 ( 土 ) ～ 3月 21日 ( 日 )

小浜町並み保存資料館にて五月人形展を開催します
日時　4月 2４日（土）～ 5月 23日 ( 日 )

小浜町並み保存資料館にて広報委員会を開催しました
日時　3月 23日 ( 火 )　１９：３０　4名出席　
議題　町並み通信春号内容等について

　町並み通信のお宅訪問連載をきっかけに西組の町並みを守る伝統建築の技術や町家
のくらし(従来型と現代風に改修したもの)の写真記録を集め、数年かけて編集し冊子化
する「西組アーカイブ編集委員会」を2020年12月に発足しました。今年度は表紙作
成、来年度以降は写真収集、構成・編集をしていきます。
　2020年度はコロナ禍の影響によりイベント実施が難しく、恒例の町家ｄeフェスタ
も開催できませんでした。各委員会の当初予算の残金を西組アーカイブ編集委員会の
作成作業に当てさせていただきます。
　西組の皆様にも写真提供などご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

連絡先：広報委員　馬場（☎50-1055）

　建物の利用にあわせた作り付けや、外からは見えない竹小舞い、土壁の構造とその意味の説明

がありました。なかでも屋根が直線ではなく緩やかなカーブを描く「むくり」という技法には建

築家の目から見た伝統建築の説明があり、参加者は感心して聞いていました。

　見学終了後質疑応答の時間がありましたが、予定時刻を 30 分延長しても、質問が途切れず、

参加者の関心の高さに、講師を務めた西組協議会メンバーも大変喜んでいました。

　これを機会に、たくさんの人が西組の町並みに関心を持ち、西組で暮らしたいと思って貰える

ことを願います。
2021 春号 （vol.159）

みけつくに さば 

日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」 

　昭和 24 年 1 月 26 日は法隆寺金堂壁画が焼失した日で「文化財防火デー」と定められ、

この日にちなみ小浜市でも文化財防火訓練が行われました。

　令和 3 年 1 月 23 日（土）9 時 30 分から小雨の降る中、市の主催で、松崎市長、来賓の

挨拶の後、三丁町の称念寺から煙がでている想定で、火災通報（寺関係者）、初期消火（付近の

住民）、防御訓練（消防士）、易操作性消火栓取扱訓練（付近の住民）が行われました。本番さ

ながらの訓練が終わり、全員集合して若狭消防署長の訓練講評がありました。最後に易操作性

消火栓の取り扱い説明を聞いて、放水の体験をしました。扉を開き、ホースをすべて引っ張り

出して栓をひねれば、水が出ますので１人でも簡単に扱えますが、万が一の時に連携できると

冷静に対処できますので、日頃からお互いに声をかけ合っていきたいと思いました。

文化財防火訓練行われる

来賓挨拶 訓練開始にあたり集合した、消防団員、消防士、地元関係者

消防士による防御訓練

住民による初期消火

易操作性消火栓の説明
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●改修で工夫した点
・店の間の古い土間を取り払い、広く使えるようにした。
●改修中に苦労したこと
・無いです。
●改修してよかったこと
・安全面でも危険な状態（雨漏り、柱の傾き、瓦の破損など）
  でした。
・改装して安心して住めるようになったこと。
●改修して気になったこと
・無いです。
●一番気に入っているところ
・店の間の店舗の梁。お店になっておりますので、他県から来られたお客様や地元の方にも
  「梁」に注目されます。
●これから改修する人へのアドバイス
・市役所、施工業者の方とよく話し合っていただければ、必ず満足のいく家になると思います。

菖蒲さん（鹿島区）

西組お宅訪問
町家を改修して暮らしている方をご紹介します

Vol.4

改修の一部ご紹介

西組の改修物件や景観づくりに紹介したいお宅や景観はありませんか？自薦他薦は問いません。広報委員までお知らせください。
（担当馬場：☎50-1055）

改修前の様子

改修後の様子

立派な梁立派な梁

　3月 7日（日）、第 2回目の三丁町バザールが開催されました。

　風はまだ冷たかったですが、お天気に恵まれ、たくさんの人が来場されました。

　子どもたちのかわいい手作りポップが添えられたブースもあり、大人と一緒に売り込みをし

ている姿がほほえましく感じられました。

　今回は手作り雑貨の他に、スイーツやタコ飯、かやくご飯、新鮮なお野菜まで種類も盛りだ

くさん！　ご飯ものは好評でお昼前に完売していました。

　蓬嶋楼の見学をされる方も多数おられました。

　地域のみなさんのやさしい気持ちが伝わるこのバザールは、コロナ禍における憩いの場になっ

たと思います。

三丁町バザール開催第２回

「小浜西組～湧水と伝統建築を探る～」
主催：若狭図書学習センター

　小春日和の 3 月 20 日、参加者・関係者・講師の総

勢 25 名が西組散策を楽しみました。

　湧水は、八幡神社の後瀬清水と男山中小路の井戸、

大原の清水、浅間の瀧の水を巡りました。

　現在でも後瀬清水でお茶をいれると美味しいそうで

す。また瀧の水は、古くは北前船航路中の飲用に汲ま

れていたり、酒の仕込水につかわれていたという話も

ありました。

　伝統建築は、町並み保存資料館、鹿島の岡田邸、三丁町、浅間大師湯を見学しました。
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